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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、ノルデンショルド率いるヴェガ号が、1879年に日本で採集した生
物標本の調査をもとに、当時の琵琶湖を中心とした日本の水辺環境を復元することであった。そのため、スウェ
ーデン国立自然史博物館で標本調査を実施し、種の同定、記録調査を行った。
　その結果、標本は大きく３つの地域（関東、琵琶湖、長崎）で収集されたことがわかった。また標本と記録の
調査により、東京湾、群馬、神戸、琵琶湖等で、現在は生息が確認されない種が当時生息していたことが判明し
た。ヴェガ号標本の調査により、1879年時点、すなわち、日本の水辺環境が様々な人為的改変を受ける以前の、
本来の生態系の一部を復元することができた。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this research was to reconstruct the waterfront environment
 in late 19th century Japan by investigating biological specimens collected in 1879 by the Swedish 
Vega expedition led by Nordenskiold. The whole Japanese specimens collected by the Vega collection, 
as well as their records, are stored in the Swedish Museum of Natural History, Stockholm, and were 
identified by first-hand examination at the museum.
　The specimens were collected in mainly three regions: Kanto Region including Tokyo Bay, Kansai 
Region including Lake Biwa, and Nagasaki. The specimens contained some of the rare or extinct 
species in these regions today. As results, the Vega specimens turned out to have important　
scientific materials that helped us to reconstruct the ecological evidence of these localities in 
1879, which had been severely damaged by the various anthropogenic influences during the 20th 
century.
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１．研究開始当初の背景 
 
 スウェーデンのヴェガ号による航海は、北
極海での北東航路開拓とシベリア海域の開
拓を目的とした学術探検航海であった。この
航海は 1878 年から 1880年にかけて実施され
た。ヴェガ号の業績は、北欧の探検史及び科
学史上、ヴェガ号を率いたフィンランド出身
のノルデンショルドの名とともに世界的に
有名ある。しかしながら、日本ではヴェガ号
の日本における科学的探究活動は、これまで
学術的にほとんど評価されていなかった。
『ヴェガ号航海誌』は全部で 20 章から成る
が、日本滞在部分は３章分を占めるなど、日
本記述の割合が高い。また航海誌には、日本
各地での魚類収集の様子や、琵琶湖での生物
採集の様子などが含まれている。 
 本研究に着想を得たのは、以前別の目的で、
スウェーデン国立自然史博物館に所蔵され
ている日本産魚類標本の一部を調査した際、
それらの標本にヴェガ号が採集した、琵琶湖
産を含む魚類標本を確認したためである。ヴ
ェガ号が採集した標本は、1879 年（明治 12
年）に来日した際に収集されたものであった。
その後の調査により、ヴェガ号の寄港地が横
浜、神戸、長崎であったこと、それらの寄港
地から足を伸ばし、関東周辺、琵琶湖、長崎
で生物採集活動を行っており、標本が現存す
ることが確認できた。これらの標本群は、約
140 年前の日本の当時の環境を反映する、貴
重なものである。そこで、魚類及び水産無脊
椎動物、特に未分類資料の分類学的資料整理
とその資料内容を明らかにすることが学術
的に重要だと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、大きく３つの目標を立てた。
１）スウェーデン国立自然史博物館に現存す
る、ヴェガ号が収集した日本産生物標本の中
で、特に琵琶湖産の魚類・水産無脊椎動物標
本資料を分類整理し、基礎データを整える。
２）明治初期の琵琶湖の生態環境データを復
元する。 
３）ヴェガ号が収集した琵琶湖以外の地域の
生物標本を調査する。 
本研究の準備段階の研究で、ノルデンショ

ルド率いるヴェガ号が 1879年に来日した際、
琵琶湖の生物多様性と固有生物に着目し、生
物資料を持ち帰っていたことが明らかにな
った。しかし、それらの生物資料、特に水産
無脊椎動物標本については、タイプ標本の貝
類以外は、ほとんど十分な調査がなされない
ままであることが分かった。本研究では、現
地博物館の学芸員と協力して生物資料を分
類整理し、種の同定をもとに、採集地の生態
がどのように変動したか分析するために活
用することを目標とした。 
 
 

３．研究の方法 
 
 ヴェガ号が日本で収集した生物標本は、ス
トックホルムのスウェーデン国立自然史博
物館に所蔵されている。標本を精査するため
に、３年間に渡り、合計 11 名の研究者（科
学史、魚類、貝類、甲殻類、昆虫、ヒル）が
同博物館を訪問し、標本や当時の収集記録を
精査した。 
 また、一部の標本については博物館から借
用し、専門家に種の同定を依頼した。 
 その他、ヴェガ号に関する当時の日本側の
記録資料を収集するため、東京地学協会、国
立国会図書館、横浜市立図書館、大津市図書
館、神戸大学図書館、神戸市文書館等で国内
新聞、英字新聞等の文献調査を行った。 
 
４．研究成果 
  
１）日本産魚類標本１７４ロットの種を同定
した。 
 
２）日本産貝類標本６６ロット（登録標本：
５０ロット；未登録標本１６ロット）の種を
同定した。 
 
３）日本産ヒル標本３ロット（旧番号で５ロ
ット）の種を同定した。 
 
４）日本産ヨコエビ類標本１４ロットの種を
同定した。 
 
５）日本産水生昆虫（トンボ目３ロット、写
真による同定）、ヨコエビ標本に混入してい
たカゲロウ目の種を同定した。 
 
６）日本産両生類標本１ロットの種を同定し
た（写真による同定）。 
 
７）日本産カニ類標本５ロットの種を同定し
た（写真による同定）。 
 
８）貝類に混入していた藻類１種を同定した。 
 
９）上記の種の同定に基づき、琵琶湖産の標
本を在来種の組成と比較し、分析した。 
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